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研究成果の概要（和文）：音の大きさの評価に男女差が生じる要因を検討するために，(1)聴力レベルに男女差
がない被験者を用いた実験と，(2)挿入型イヤホンを用いた音の大きさ評価実験を行った。(1)では，音の大きさ
を「大きい」や「小さい」などの言葉による判断基準を用いて評価した場合には男女差が認められたが，数値に
よる評価では男女差は認められなかった。音の大きさの評価における男女差は言葉による判断基準の男女差が影
響している可能性が示唆された。一方，(2)の実験では，一貫した男女差が認められなかった。音の大きさの評
価における男女差に対する頭の大きさなどの生理学的な男女差の影響は少ないと考えられる。

研究成果の概要（英文）：To clarify the factors affecting the gender difference in perceived 
loudness, we conducted two experiments: Experiment 1 was conducted with the participants without 
gender difference in hearing threshold, and Experiment 2 was with insertion type earphones. 
Experiment 1 showed that the gender difference in perceived loudness was observed only when the 
participants evaluated the loudness of sound with verbal criteria such as “loud” and “soft”. 
Gender difference in perceived loudness might be affected by gender that in the verbal criteria. 
Experiment 2 did not show consistent gender differences. This result suggested that the difference 
in head size would not affect that in perceived loudness.

研究分野：音響心理学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
音の大きさの評価に男女差が生じる要因は未だ明らかではなかったが，その要因として言葉による音の大きさの
評価基準における男女差が影響している可能性が示唆された。その一方で，聴力レベル，頭などの大きさ，音圧
と感覚量の対応関係の男女差の影響は小さいことが示された。なお，中国人を被験者とした場合には音圧と感覚
量の対応関係に男女差が認められたこのことから，どのような要因が音の大きさの評価における男女差に大きく
影響をするのかは今後の課題で継続して検討する必要がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 申請者は携帯型音楽プレイヤーの使用実態調査の一環として測定した音楽の最適聴取レベル  
[1] に男女差が見られたことをきっかけに検討を進め，音楽に限らずアナウンスや電車の発車
メロディなど様々な音の最適聴取レベルに男女差が存在し，男性の方が女性よりも大きな音量
に設定することを明らかにしている [1-4]。さらに，最適聴取レベルに男女差が生じる要因につ
いて，Velle [5] やMacFadden [6] の「聴力レベルに男女差が存在し，女性のほうが小さな音ま
でよく聴こえる」という報告から「男女で音の大きさの感じ方が異なる」という仮説を立て，
検証を行なった。その結果，同じ音量の音を男性は女性よりも「小さい」と感じていることが
分かった。実験結果をもとに構築したモデルから予測された男女が『ちょうどよい』と感じる
音量の差は，最適聴取レベルにおいて見られる男女差とほぼ等しかった [7]。男女で「ちょう
どよい」と感じる音量が異なるために最適聴取レベルに男女差が生じたと考えられる。しかし，
感じる音の大きさに男女差が生じる要因が男女の聴力レベルの差であると結論づけるには耳の
大きさの男女差など聴力レベル以外の要因の影響を排除できておらず，検討の余地がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では音の大きさの感じ方における男女差に聴力レベルの男女差が影響するという仮説
に対して確証を得ることを目指し，聴力レベルの男女差と音の大きさの感じ方に表れる男女差
の関係を心理実験によって明らかにする。さらに，聴力レベル以外の要因の影響を排除した場
合でも音の大きさの感じ方には男女差が認められるかを調べる。これにより，人間が音を知覚
するメカニズムを解明し，男女のどちらにも快適な環境を目指した音による公共空間デザイン
である「音環境デザイン」への指針提供に必要な基礎的知見を得る 
 
３．研究の方法 
 次の(a)〜(c)の実験を，(1)聴力レベルに差がない男女の被験者を用いた場合と (2)挿入型イヤ
ホンを用いた場合の 2条件にて行う。 
聴力レベルの差を考慮した場合の音の大きさの感じ方における男女差の調査 
(a) 音の大きさを「大きい」「小さい」という言葉による基準を用いて判断した場合 
(b) 音の大きさの自由な数値で答えたり，自由な音量で設定する場合 
(c) 音の物理量 (音圧レベル) と心理量 (被験者の評価値) の対応関係を見た場合 
上記の実験で得られた結果をもとに 聴力レベル，音の大きさの感じ方，音の最適聴取レベルに
おける男女差のモデル化を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 聴力レベルに差がない男女の被験者を用いた場合 
実験(a)  
①10段階 SD法による実験 
 この実験では，40から 75 dBまでの音刺激の大きさを「0:ほとんど聞こえない」から「9:耐
えられない」までの 10段階で被験者に評価させた。なお，刺激の呈示順序は被験者毎にランダ
ムとしている。図 1に実験結果を示す。すべての音圧レベル条件において，女性の方が男性よ
りも同一音圧レベルの音に対する評価値が大きく，より音を「大きい」と評価することが分か
る。この差は統計的にも有意であった。 
②調整法による実験 
 被験者に対し，音刺激の音量を「これ以下だと小さい」と感じられる，もしくは「これ以上
だと大きい」と感じられるように自由に調整するよう求めた。実験の結果を図 2に示す。①の
SD 法による実験と同様に，いずれの音量調整条件においても女性は男性よりも低い音圧レベ
ルに設定していることが分かる。これらの差も統計的に有意であり，女性のほうが男性よりも
低い音圧レベルで音を「小さい」「大きい」と判断することが分かった。 

図 1. 10段階評価の平均評価値と標準偏差          図 2. 調整法の平均音圧レベルと標準偏差  
      (聴力に男女差がない被験者)                     (聴力に男女差がない被験者) 



実験(b) 
①マグニチュード推定法 (Magnitude estimation method, ME法) による実験 
 呈示された音刺激の大きさがどのぐらいであるか，自由な数値 (ただし正の数に限る) を被
験者に答えさせた。得られた結果を男女別に幾何平均した値を図 3に示す。図中の y軸の値の
変化で見られる 40から 75 dBまでの音圧レベルの変化に対する感じられる音の大きさ (ラウド
ネス) の変化は，女性の方が男性よりも大きいように見える。 
 
②マグニチュード産出法 (Magnitude production method, MP法) による実験 
 実験(a)の②で得られた「これ以下だと小さい」「これ以上だと大きい」と感じられる音量の
平均値である 53.3 dBを基準音とし，この基準音に対し「半分」「2倍」と感じられるように音
量を調整させる実験を行った。その結果を図 4に示す。「半分」の条件では男性の方が女性より
も音圧レベルを低く設定しているが，「2倍」の条件では大きな差は見られない。統計的な検討
でも，「半分」の条件では有意差が認められたが，「2 倍」の要件では有意差は認められず，男
女が調整した音圧レベルの間に差があるとは言えない結果となった。 
 

   図 3.  ME法実験の男女別の幾何平均値        図 4. MP法実験の男女別の平均音圧レベル 
 
実験(c) 
 実験(b)の①，②で得られた結果から，様々な感覚量は刺激強度のべき乗に比例するというス
ティーブンスのべき法則 (S = kP^α) に従い，べき指数 αの値を求めた。その結果，①，②のい
ずれにおいても αの値に有意な男女差は認められなかった。 
 
以上の結果から，音の大きさの評価における男女差は「大きい」「小さい」という言葉による判
断基準の男女差が要因となる可能性が示唆された。 
 
(2) 挿入型イヤホンを用いた場合 
実験(a) 
 (1)の場合と同様に①10段階 SD法，②調整法を用いた実験を行った。それぞれの結果を図 5, 
6 に示す。(1)の場合とは異なり，①では明確な男女差が見られなかった。一方で，②ではこれ
まで得られていた女性の方が男性よりも低い音圧レベルに設定するという傾向とは逆の，男性
の方が女性よりも低い音圧レベルに設定する傾向が見られた。 

  図 5. 10段階評価の平均評価値と標準偏差        図 6. 調整法の平均音圧レベルと標準偏差  
       (挿入型イヤホンを用いた実験)                  (挿入型イヤホンを用いた実験)  
 
 
 
 



   図 7.  ME法実験の男女別の幾何平均値        図 8. MP法実験の男女別の平均音圧レベル 
 
実験(b) 
 (1)の場合と同様に①ME法，②MP 法を用いた実験を行った。それぞれの結果を図 7, 8に示
す。この実験でも実験(a)と同様にこれまでとは異なる傾向が見られ，一貫した男女差は認めら
れなかった。 
 
実験(c) 
 実験(b)の①，②のどちらの結果においても明確な男女差が認められなかったことから，本実
験の結果に対してはスティーブンスのべき法則におけるべき指数の推定は行わなかった。 
 
以上の結果から，挿入型イヤホンを使用し，頭の大きさなどの生理学的な男女差の影響を排除
した際には，音の大きさの評価における男女差には一貫した傾向が認められないことが分かっ
た。これまでスピーカ受聴で行った実験ではすべて一貫して男女差が認められていたことから，
音の大きさの評価における男女差に対する頭の大きさなどの生理学的な男女差の影響は少ない
ものと考えられる。 
 
 (1),(2)で得られた結果から，音の大きさの評価における男女差は聴力レベルや音圧の変化に
対する知覚される音の大きさの変化における男女差ではなく，他の要因が影響する可能性が示
唆された。なお，中国人被験者を対象とした実験では音圧の変化に対する知覚される音の大き
さの変化に男女差が認められている。そのため，今後の課題で文化的背景の影響も含めて音の
大きさの評価に男女差が生じる要因の解明を目指す。 
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